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岩盤力学

　私の専門は「岩盤力学」といって、岩石や岩盤の変

形や破壊に関する学問分野です。具体的には、北海道

古平町と余市町を結ぶ豊浜トンネルの崩壊に代表され

るような岩盤斜面崩壊のメカニズムや予測方法、地下

に廃棄物を長期間安定的に貯蔵するための方法、トン

ネルの変状メカニズムと効果的な対策などについて研

究しています。ここでは、現在の研究テーマの一つの

「破壊した堆積岩の透水特性」について紹介させてい

ただきます（次頁図1）。なお、岩石は成因によって火

成岩・堆積岩・変成岩に分類されますが、堆積岩とい

うのは砂・泥・粘土などが厚く堆積・埋没し、地質的

長期間にわたって作用した圧力のもとで岩石となった

ものなどをいいます。

破壊した堆積岩の透水特性

　地球温暖化が人類の未来にとって致命的であり、こ

の温暖化の原因と目される二酸化炭素排出を人為的に

抑制する一つの方法として、原子力発電を促進するこ

とが有効であるという考えがあります。この考えにし

たがって、原子力発電所をどんどん増やしていくと、

高レベル放射性廃棄物もどんどん排出されます。

　しかし、この高レベル放射性廃棄物は、数万年たた

ないと人体に安全なレベルまで放射能が減衰しません。

大学院工学研究科・工学部教授
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この間の処理方法として、日本海溝に沈めるとか、

ロケットで宇宙の果てまで飛ばしてしまうとかいろ

いろな方法が考えられましたが、現在、実現性がもっ

とも高いと国際的に認められ、実際にいくつかの国

では候補地が選定されているのが地層処分です。

　高レベル放射性廃棄物の地層処分では300 m以深

の岩盤中に掘削したトンネルの中に廃棄物が貯蔵さ

れることになっています。この廃棄物は多重バリア

で守られており、放射性物質が流出しないような処

置が施されていますが、万一、放射性物質が漏れた

場合には岩盤が最後の砦となります。しかし、トン

ネル周辺の岩盤にはどうしても破壊（亀裂）が生じ

てしまいます。この亀裂を通じて放射性物質が溶け

込んだ地下水が人間の生活圏に達しないようにする

ためには、トンネル周辺の亀裂を減らすための大変

な労力と費用を必要とします。

　ところが、大昔から鉱山等では、堆積岩の場合は

いったん壊れても時間とともに元通りになるという

現象が観測されています（図2）。これから類推する

と、廃棄物処理場のトンネル周辺の亀裂も時間とと

もに閉塞して水を通さなくなるのではないか、そう

すると、コストを削減できるのではないか、という

のがこの研究を始めた動機です。

　今までに、我が国最後の坑内掘炭鉱である釧路市

の釧路コールマインで採取された砂岩や島根県で採

取された来待砂岩の場合に、一旦壊れて、水を通し

やすくなった岩石が、時間とともに徐々に水を通し

づらくなる現象を確認しており、データの蓄積とと

もに、メカニズムの解明などを試みている段階です。

今後の展開

　岩盤力学の分野では、上記の研究以外にも、「新し

い岩盤応力測定法」や「岩盤の破壊時刻の予知」な

どに取り組んでいます。また、最近は、岩盤力学以

外にも、「大気圏内核爆発が1945年～ 1976年の平均

気温に与えた影響」、「スキーにおける滑走性」など

に つ い て も 研 究 し て い ま す。興 味 の あ る 方 は

HUSCAPで私の資料をご覧ください。

　研究成果の中でも、特に、緒についたばかりの学

際的研究についてリアルタイムで世界に公開してい

くために、HUSCAPを今後も最大限利用させていた

だこうと思っております。

 

図1　かなやま湖（北海道空知郡南富良野町）の近くの鉱

山で採取された石灰岩を圧縮破壊したときの破断面近傍の

拡大写真。水の通り方やその変化などを調べます。青色の

部分は、区別のために隙間を樹脂で埋めたものです。

図2　釧路コールマインの坑道（緑の輪郭）が50年間に亘

る岩盤応力の作用で完全に閉塞して水を通しづらくなって

いる様子（高さ2.5 m）

炭層

きまち

珪岩

An Experimental Study on Permeability of Kimachi

Sandstone in Deformation and Failure Process under 

Deviator stress.

Proc. of the 3rd Int'l Workshop and Conference on 

Earth Resources Technology, 2009, pp.124-131

Michihiko Takada and Yoshiaki Fujii

（http://hdl.handle.net/2115/40224）

研究者の皆様の喜びが、我々担当
者の喜びです。研究成果を世界へ
届けるお手伝いができるよう、今
後とも尽力いたします。
まずはお気軽にご一報ください！
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